
GAS TURBINE
MAINTENANCE

& RENEWAL
ガスタービン

メンテナンス＆リニューアル

一般的に、工業製品（機械・電機品）は使い始めの初期及び摩耗故障が発生しやすい末期に
故障率が高くなるのが通例です。納入当初の初期故障から安定した状態を保ち、その後経年
劣化故障期間に入っていく状態をバスタブカーブで表します。ガスタービンは長期間に渡り、
使用されますので、適切な定期整備による性能保持が必要となります。また、性能維持が環境
保全にも繋がります。
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パワーユニット整備

整備済ユニットや新規ユニットとの入替は、従来の持帰り整備に比べ設備の停止期間が
短く、入替回数も少なくなるため、工期や費用を抑えることが可能です。

現地で整備済の機器と交換し、
取り外した機器を回収します。

整備済ユニット
との入替え

新規ユニット
との入替え
現地で新規機器と交換し、
取り外した機器は廃棄します。
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（劣化、疲労）

整備未実施

整備実施

15年経過または1000時間運転※の
いずれかに到達したタイミング

※等価運転時間＝運転時間＋始動回数

運用状況や機器の状態、スケジュールなどに応じて適切な方法を選択可能です。
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制御装置のRENEWAL
電子機器の性能は年々著しく進歩しており、それに伴い製品も短いサイクルで新しくなっています。通常の電子

部品の交換推奨期間は6年ですが、数十年ご使用になられた機器におきましては、同形式の部品が入手できず、

新しい形式の部品に変更することとなります。制御装置につきましては改良を重ねて制御をデジタル化し、現行

モデル全てに採用しておりますので、従来品に比べ信頼性、操作性等が格段に向上しております。現在、弊社の

12年標準点検で、新型燃料制御装置のご採用を推奨いたしております。

始動用蓄電池のRENEWAL
非常時に確実にガスタービンを始動するため、始動用蓄電池は重要です。点検で状態を

逐次点検させていただいてますが、経年劣化は避けがたく、使用期間に応じた交換を

お勧めいたしております。なお、交換の際にはHS形から、より寿命の長いMSE形への交換

をご推奨いたします。

セルモータのRENEWAL
TS・TW型ガスタービンに使用しております始動用

セルモータは、現在製造中止となっております。今後の

装置延命や整備費用の削減がはかれますので、セル

モータの更新をご提案いたします。

■ リニューアル後■ リニューアル前
■ その他の特性

※MSE形は補水、比重測定不要

高率放電特性

自己放電量

期待寿命

HS（E）形： 優れる
MSE形： 特に優れる

HS（E）形： 5～7年
MSE形： 7～9年

0.1％／日 以下（長期保存が可能）
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■ MSE形蓄電池の寿命と環境温度の関係

環境温度（℃）

期
待
寿
命
（
年
）

■ HS形、MSE形の寿命

周辺機器もリニューアルを。改良を重ねた機器の使用で、
操 作 性 が向上しメンテナンスコストも削 減できます 。
ガスタービン本体のリニューアルに加え、周辺機器の更新も重要です。

制御装置やセルモータ、始動用蓄電池など、使用状況にかかわらず、経年劣化が避けられないものや、新型に比べて性能が劣るものもあります。

それらの機器は、技術の進化により、より高性能で信頼性の高い機器へと進化していますので、

最新の機器を導入することで操作性が向上し、設備の長寿命化に貢献します。

安定した稼働とメンテナンスの負担軽減のために、適切なタイミングでの周辺機器のリニューアルをご検討ください。

周辺機器
リニューアルの
ご提案

アナログ式
ガバナ

ガスタービン
コントローラ

燃料ノズル

一体型デジタル
コントローラ

● 省スペース
● 省部品
● 高信頼性

蓄電池形式 取替時期の目安

HS（E）（ベント型鉛蓄電池） 5年～7年

MSE（制御弁式据置鉛蓄電池） 7年～9年

機械式燃料制御装置 全電気式燃料制御装置

燃料ノズル

セルモータは１５年で交換推奨機器です。
バッテリーの種類変更は内部抵抗の変化を
伴うため、事前に当社による検討が必要です。

ガスタービンを 最 適 な状 態 に 。
安 全・安 定 稼 働 のた め の
定 期 点 検・整 備を 。
非常用発電やポンプ駆動など、さまざまな用途で重要な役割を担うガスタービン。

安定した運用を続けるためには、定期的な点検・整備が欠かせません。

長期間の使用による経年劣化や機能低下は、突発的な故障や性能低下の原因となります。

特に非常時の確実な始動や安定運転が求められる設備では、未然の対策が不可欠です。

機器の設計寿命や使用実績を考慮し、最適なタイミングでの点検・整備を推奨します。

ガスタービン
定期点検・整備

A点検
半年毎

B点検
1年毎

C点検
3年毎

D点検
6年毎

E点検
12年毎

■ 主な点検・作業項目

A点検、燃焼器の点検、内視
鏡によるガスジェネレータ
内部点検を主とした整備

B点検および、燃料系統部品
交換、燃料・潤滑油フィルタ
交換とセルモータの点検
を主とした整備

C点検および、エキサイタ、
排気温度センサ、回転ピック
アップ、GTC電気機器など
の電気機器交換、始動用
機器の交換と燃料制御系
の点検を主とした整備

D点検および、燃料ポンプ、
潤滑油ポンプなど付属機器
の交換、ガバナ、燃料計量弁
液体など調速機の交換と
点検を主とした整備

機器点検（外観、機能、作動）
を主とした整備

点検間隔

点検種別

B～E点検は、周期を基準とするため前点検内容を含みますが、
パワーユニット整備は各点検内容を含みません。


